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1 概念変化のプロセス  
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えたりしたという例が報告されている。つまり，ここではデー タと理論を誤って結び付けてし  
まっているといえる。   
そして7つめは，データを受け入れて，理論を変化させる反応である。この反応のみが，正し  














Chinn＆Brewer（1993）  Chan，Burtis＆Bereiter（1997）  
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1－2 それぞれの反応が生じるプロセス   
では，理論変化以外の6つの反応はどのようなプロセスで，生じているのだろうか。   
概念変化はまず，学習者に科学的概念（新情報）が提示されることから始まる。1つめの反応  
「無視」というのは，その情報と既存の理論に矛盾があることにすら気づいていない状態である。  
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それが既存の理論と接点を持たず，孤立して存在している状態であるから，「一時的保持」の状態  
であるといえる。  
2 概念変化に影響する要因  




表2 概念変化に影響する要因（Chinn＆Brewer，1993より）  






反証例の性質に関わるもの   （1）データの信用性  
（2）データの曖昧さ  
（3）多様なデータの存在  
データの処理方略に関わるもの（1）深い処理   
2－1－1 既有知識の性質に関わるもの   
まず，既有知識の性質に関わるものとしては，（1）既存の理論の堅固化（entrenchment），  
（2）存在論的信念（ontologicalbeliefs），（3）認識論的傾倒（epistemologicalcommitments），  

















































2－1－4 データの処理方略に関するもの   
最後に，データの処理方略に関するものとしては，深い処理をおこなうかどうかということが  
あげられている。学習者は，どうすれば矛盾する情報の処理を深く行なうことができるようにな  
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いると考えられる。   
また，ここで，新情報と既有知識を統合するためには，そのための知識が必要になってくる。  
この問題はChinn＆Brewer（1993）では触れられていない問題であるので，後の章で詳しく述  
















3 概念変化に必要な教授に関する研究  
本章では，2－2章で述べてきたことをふまえて，教育者側から学習者に対して働きかけること  
ができる教授に関する研究を以下にまとめた。  










ことができるのではないかと考えられる。   
進藤（1995）では，浮力についての科学的情報の提示後の事後テストの成績が，教授前に単に  
浮力についての問題を解いただけの群より，問題を解いた後に，その問題を解いた法則を記入さ  
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れたものから選ぶという課題を行った群の方が良いという結果が報告されている。つまり，自分  
が事前にどのような理論によって問題を解いているかを意識することが，その後の科学的情報の  
提示による概念変化を促進するということが示されそいる。   
また，小野寺（1994）では，粘土の形を変えても重さが変わらないことについて，驚きの反応  
を示した子どもと，冷静な反応を示した子どもでは，驚きの反応を示した子どもの方が，後に保  


















































〈謝  辞〉  





Carey，S．（1985）Conceptualchangeinchildhood．MITPress．小島康次e／J、林好和（訳）1994 子ど  












稲垣佳世子（1996）概念的発達と変化 波多野誼余夫（編）認知心理学5学習と発達．東京大学出版  
A コ三  
－365－   













































－366－   
